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  日 本 で は 、 今 後 さ ら に 高 齢 化 が 進 行 し 、 そ れ に 伴 っ て 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 の 整 備
と 多 様 化 が 予 測 さ れ て い る 。 医 療 ・ 福 祉 施 設 を 防 災 と い う 視 点 か ら 見 る と 、 自 力
歩 行 困 難 な 利 用 者 が 多 い た め 、 災 害 時 の 人 命 安 全 確 保 と 工 学 的 な 避 難 計 画 の 構 成
に 大 き な 困 難 が あ る 。 一 方 、 建 築 基 準 法 の 性 能 規 定 化 が 建 築 防 災 に 関 す る 技 術 や
計 画 手 法 の 開 発 を 促 し て い る と い う 面 か ら 見 る と 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 は 災 害 時 の 避
難 安 全 性 が 明 確 で な い た め 、 そ れ を 技 術 や 計 画 手 法 の 改 良 で 解 決 す る 道 も 鎖 さ れ
た 状 況 に あ る 。  
医 療・福 祉 施 設 に お け る 火 災・地 震 等 の 災 害 時 の 対 応 に つ い て は 、施 設 管 理 者 、
職 員 、 設 計 者 等 の 立 場 毎 に 経 験 的 な 対 策 が 講 じ ら れ る レ ベ ル に 留 ま っ て い る 。 施
設 の 機 能 や 医 療 ・ 介 護 活 動 の 内 容 が 高 度 化 す る 中 で は 、 こ の よ う な 対 策 の あ り 方
は 、 災 害 時 の 人 的 被 害 の 拡 大 や 、 災 害 予 防 の た め の 職 員 の 負 担 増 加 を も た ら す 可
能 性 が 高 い 。 こ の た め 、 機 能 的 な 防 災 計 画 手 法 や 評 価 法 を 明 ら か に す る 必 要 が 大
き い 。 ま た 、 何 よ り も 、 施 設 職 員 が 災 害 に 対 し て 安 心 で き る 状 態 で 職 務 に 専 念 で
き る 環 境 を 整 え る こ と が 、 施 設 の 基 本 的 な 条 件 の 一 つ と 考 え ら れ る 。  
 本 論 文 は 、 こ の よ う な 背 景 の も と に 、 自 力 避 難 困 難 者 の 多 い 施 設 特 有 の 搬 送 形
態 に よ る 介 助 避 難 行 動 特 性 を 明 ら か に し た う え で 、 介 助 行 動 を 考 慮 し た 避 難 安 全
評 価 法 を 構 築 す る 。 さ ら に 、 そ の 避 難 安 全 評 価 法 を 実 設 計 へ 適 用 し 、 実 効 性 の 高
い 防 災 計 画 の 可 能 性 を 明 確 に す る こ と を 目 的 と す る 。  
 本 論 文 は ７ 章 よ り 構 成 さ れ て い る 。  
第 １ 章「 序 論 」で は 、本 研 究 の 背 景 と 目 的 を 明 確 に し 、医 療 ・ 福 祉 施 設 の 防 災
計 画 に 関 す る 既 往 の 研 究 及 び 従 来 の 防 災 計 画 を 概 観 す る こ と に よ り 、 本 研 究 の 位
置 づ け を 具 体 的 に 示 し た 。  
 第 ２ 章 「 医 療 ・ 福 祉 施 設 の 火 災 危 険 要 因 と 避 難 安 全 確 保 の 課 題 」 で は 、 医 療 ・
福 祉 施 設 の 火 災 危 険 要 因 を 具 体 的 に 把 握 す る た め に 、 こ れ ら 施 設 の 火 災 事 例 の 文
献 調 査 と 現 存 す る 社 会 福 祉 施 設 の 防 災 避 難 設 備 及 び 防 火 管 理 等 の 実 態 調 査 を 行 っ
た 。 そ の 結 果 、 火 災 事 例 で は 焼 損 規 模 に 比 べ て 死 傷 者 の 多 い 例 が 目 立 つ た め 、 夜
間 火 災 時 の 初 期 対 応 が 重 要 で あ る 。 し か し 、 施 設 の 実 態 を 見 る と 、 災 害 対 応 能 力
が 極 端 に 低 下 す る 夜 間 の 職 員 数 に 対 す る 自 力 避 難 困 難 者 の 割 合 に 改 善 の 兆 し が み
え ず 、 防 災 対 策 と し て 設 置 が 求 め ら れ る こ と の 多 い 外 周 バ ル コ ニ ー も 、 扉 の 解 錠
等 の 問 題 か ら 有 効 な 避 難 経 路 と な っ て い な い 。 ま た 、 看 護 ・ 介 護 上 の 理 由 か ら 廊
下 の 開 放 性 が 高 く 、 火 災 に 起 因 す る 煙 が 短 時 間 に 拡 散 す る 危 険 性 が 高 い こ と 、 さ
ら に 、 施 設 の 実 態 を 踏 ま え な い 形 式 的 な 防 災 訓 練 し か 実 施 さ れ て お ら ず 、 避 難 誘
導 方 針 も 未 整 備 な た め に 、 職 員 の 災 害 対 応 能 力 が 低 い こ と な ど を 明 ら か に し た 。
そ れ を 受 け て 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 の 避 難 安 全 確 保 の 課 題 と し て 、 バ ル コ ニ ー に 依 存
し な い 屋 内 の 水 平 避 難 方 式 の 有 効 性 を 指 摘 し た 。 そ し て 、 合 理 的 な 防 災 計 画 を 誘
導 す る に は 、 ス ト レ ッ チ ャ ー 、 車 い す 等 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 特 有 の 搬 送 形 態 に よ る
介 助 避 難 行 動 特 性 の 把 握 と 、 定 量 的 評 価 手 法 の 整 備 が 必 要 で あ る こ と な ど 、 本 研
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 究 の 目 標 を 具 体 的 に 明 確 化 し た 。  
 第 ３ 章 「 車 い す 使 用 者 が 混 在 す る 群 集 の 避 難 行 動 特 性 」 で は 、 自 力 歩 行 の 車 い
す の 単 独 歩 行 特 性 及 び 健 常 者 の 中 に 自 力 歩 行 の 車 い す が 混 在 し た 場 合 の 群 集 流 動
特 性 を 明 ら か に す る た め に 、 健 常 者 を 使 っ た 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 自 力 歩 行
の 車 い す が 混 在 す る 群 集 で は 、 車 い す の 歩 行 速 度 は 単 独 歩 行 に 比 べ て ほ と ん ど 低
下 し な い こ と 、 車 い す 混 在 下 の 群 集 密 度 は 、 車 い す の 配 置 の 影 響 を 強 く 受 け 、 自
力 歩 行 の 車 い す が 10％ 混 在 す る 群 集 の 速 度 は 、健 常 者 の み の 群 集 に 比 べ て 約 20％
低 下 す る こ と な ど を 明 ら か に し た 。 ま た 、 扉 等 の 開 口 部 を 通 過 す る 時 の 流 動 係 数
は 、従 来 避 難 設 計 で 用 い ら れ て い た 健 常 者 の み の 群 集 に 関 す る 慣 用 値（ 1 .5 人 / s ec･
m） に 比 べ て 低 下 し な い こ と な ど を 明 ら か に し た 。 な お 、 今 回 の 実 験 に お け る 車
い す の 単 独 歩 行 速 度 の 代 表 値 を 、 平 均 値 の 下 限 か ら 標 準 偏 差 を 引 い た 値 で 表 わ す
と 0 .6ｍ / s ec と な る 。 ま た 、 車 い す が 後 方 に い て 遅 れ を と っ た 場 合 に は 、 車 い す
の 単 独 歩 行 速 度 に よ っ て 群 集 速 度 が 規 定 さ れ る 可 能 性 も あ る た め 、 上 記 は 車 い す
が 0 .6m/sec 以 上 の 歩 行 速 度 で 避 難 で き る こ と を 前 提 と す る 。  
 第 ４ 章 「 自 力 避 難 困 難 者 の 介 助 避 難 行 動 特 性 」 で は 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 に み ら れ
る 自 力 避 難 困 難 者 の 介 助 避 難 行 動 特 性 を 把 握 し 、 避 難 設 計 に 用 い る 歩 行 速 度 、 流
動 係 数 等 の 群 集 避 難 行 動 能 力 値 を 提 案 す る た め に 、 実 際 の 病 院 病 棟 で 現 役 の 看 護
師 を 介 助 役 被 験 者 と し 、 各 種 搬 送 器 具 を 用 い た 避 難 行 動 を 、 現 実 の 避 難 時 の よ う
に 繰 り 返 し 行 い 、各 種 搬 送 形 態 単 独 の 避 難 行 動 特 性 、避 難 所 要 時 間 等 を 実 測 し た 。
ま た 、 現 実 の 避 難 状 況 下 で は 、 介 助 者 が 車 い す 、 ス ト レ ッ チ ャ ー 等 の 搬 送 器 具 に
患 者 を 載 せ て 避 難 さ せ る 以 外 、 自 力 歩 行 可 能 な 者 、 器 具 は 必 要 な い も の の 介 助 が
必 要 な 者 な ど が 、同 時 に 避 難 行 動 を と る 可 能 性 が 高 い 。あ る 種 集 団 行 動 に な る と 、
一 般 に 周 囲 の 密 度 、 障 害 物 の 存 在 等 に よ り 歩 行 行 動 が 制 限 さ れ 、 単 独 避 難 時 に 比
べ て 移 動 速 度 は 低 下 す る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 、 各 種 搬 送 器 具 を 用 い た 避 難 行 動
を 、 独 歩 被 験 者 と の 混 在 下 で 現 実 の 避 難 時 の よ う に 繰 り 返 し 行 い 、 各 種 搬 送 形 態
の 群 集 避 難 行 動 特 性 、 移 動 速 度 、 避 難 所 要 時 間 等 を 実 測 し た 。 そ の 結 果 、 ス ト レ
ッ チ ャ ー は １ 回 の 搬 送 に お け る 所 要 時 間 は 長 い が 、 搬 送 回 数 の 増 加 に 伴 う 移 動 速
度 の 低 下 が 小 さ く 、 搬 送 経 路 の 有 効 幅 や 曲 が り の 影 響 を 強 く 受 け る 。 ま た 、 シ ー
ツ は １ 回 の 搬 送 に お け る 所 要 時 間 は 短 い が 、 介 助 者 に 与 え る 負 担 が 大 き く 、 長 距
離 の 搬 送 は 回 数 の 増 加 に 伴 い 移 動 速 度 が 大 き く 低 下 す る た め 、 そ の 有 効 性 は 水 平
避 難 区 画 に 近 い 病 室 や 緊 急 を 要 す る 出 火 室 の 救 助 等 に 限 ら れ る な ど 、 各 搬 送 形 態
の 単 独 避 難 行 動 特 性 を 明 ら か に し た 。 一 方 、 群 集 避 難 時 は 単 独 避 難 時 と 比 べ て 、
平 均 搬 送 速 度 は ス ト レ ッ チ ャ ー が 約 30～ 45％ 、 車 い す が 約 16～ 30％ 低 下 す る 。
ま た 、 ス ト レ ッ チ ャ ー の よ う に 行 動 面 積 を 要 す る 搬 送 形 態 は 、 他 と の 接 触 を 避 け
る た め に 周 囲 を 確 認 し な が ら 移 動 せ ざ る を 得 な い た め 、 他 の 搬 送 形 態 や 独 歩 患 者
と の 混 在 の 影 響 及 び 照 明 条 件 の 影 響 を 受 け や す い こ と な ど を 明 ら か に し た 。 さ ら
に 、 避 難 所 要 時 間 を 施 設 の 設 計 内 容 に 基 づ き 計 算 す る た め に 、 避 難 行 動 の 各 行 程
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を 主 に 、「 廊 下 の 移 動 」、「 病 室 内 の 行 動 」、「 避 難 先 で の 行 動 」の 要 素 行 動 に 分 け て 、
そ の 要 素 行 動 の 実 測 値 か ら 、信 頼 度 95％ に よ る 推 定 値 を 、搬 送 等 に 障 害 物 の な い
条 件 の も と で の 群 集 避 難 行 動 能 力 と し て 示 し た 。  
 第 ５ 章 「 病 棟 等 の 避 難 安 全 評 価 法 」 で は 、 第 ４ 章 で 提 案 し た 群 集 避 難 行 動 能 力
値 を 用 い て 、 介 助 避 難 行 動 を 考 慮 し た 避 難 安 全 評 価 法 を 構 築 し た 。 次 に 病 棟 を 対
象 に 、そ の 評 価 法 を 用 い て ５ 種 類 の 平 面 型（ 複 合 廊 下 型 、単 一 廊 下 型 、三 角 形 型 、
回 廊 型 、 円 形 型 ） に よ る 避 難 行 動 予 測 を 行 い 、 平 面 型 、 介 助 者 数 及 び 自 力 避 難 困
難 者 の 人 数 ・ 配 置 等 の 違 い が 避 難 時 間 に 及 ぼ す 影 響 を 、 煙 流 動 予 測 も 考 慮 し て 分
析 し た 。 そ の 結 果 、 出 火 区 画 か ら の 避 難 所 要 時 間 は 、 移 動 距 離 に よ り 避 難 時 間 が
規 定 さ れ る た め 、 患 者 の 配 置 変 化 の 影 響 は 、 水 平 避 難 区 画 ま で の 距 離 が 居 室 間 で
大 き く 異 な る 平 面 形 態 で 顕 著 と な る 。 そ の た め 、 水 平 避 難 区 画 に 向 か っ て 病 室 を
出 て 一 方 向 に 避 難 す る 複 合 廊 下 型 、 単 一 廊 下 型 に 比 べ て 、 三 角 形 型 、 回 廊 型 、 円
形 型 は 左 右 二 方 向 に 避 難 す る こ と が 可 能 で あ る 。 そ の 中 で 同 一 病 床 数 を 密 に 配 置
す る こ と の で き る 回 廊 型 平 面 は 、 患 者 の 配 置 変 化 の 影 響 を 受 け に く い 形 態 で あ る
こ と な ど を 明 ら か に し た 。 な お 、 単 一 廊 下 型 の よ う に 、 水 平 避 難 区 画 ま で の 距 離
が 居 室 間 で 大 き く 異 な る 場 合 に は 、 適 切 な 位 置 に 水 平 避 難 区 画 を 設 け る こ と が 避
難 時 間 短 縮 の た め に は 有 効 で あ り 、 煙 流 動 性 状 と の 関 係 か ら 、 水 平 避 難 区 画 内 の
廊 下 は 100 ㎡ 以 上 の 広 さ が 必 要 で あ る こ と を 示 し た 。  
 第 ６ 章 「 実 設 計 へ の 適 用 」 で は 、 第 ５ 章 で 構 築 し た 避 難 安 全 評 価 法 を 従 来 と は
異 な っ た 考 え 方 で 計 画 さ れ た 老 人 保 健 施 設 へ 適 用 し 、 実 効 的 な 防 災 計 画 の 実 現 可
能 性 を 検 証 し た 。 適 用 例 の 特 徴 は 、 従 来 こ の 種 の 施 設 に 設 置 さ れ て い た 外 周 バ ル
コ ニ ー が な く 、 そ の 代 替 と し て 、 光 庭 状 の 部 分 の 各 階 に グ レ ー チ ン グ が 施 さ れ た
中 庭 を 設 置 し て い る 。 ま た 、 本 評 価 法 に よ る 避 難 行 動 の 予 測 結 果 を 踏 ま え 、 所 要
時 間 短 縮 の た め に 水 平 避 難 区 画 の 細 分 化 を 図 っ て い る 点 で あ る 。 こ れ に よ り 、 避
難 誘 導 方 針 は 外 周 バ ル コ ニ ー を 有 す る 場 合 の 扉 解 錠 の 信 頼 性 、 又 は バ ル コ ニ ー へ
の 搬 出 の 判 断 等 に 煩 わ さ れ る こ と な く 、 隣 接 の 廊 下 ま で 避 難 す れ ば よ い 、 と い う
極 め て 単 純 な も の と な っ た 。 従 来 の 避 難 計 算 法 は 、 医 療 ・ 福 祉 施 設 の 実 態 を 反 映
し た 介 助 避 難 行 動 が 考 慮 さ れ て い な い た め 、 施 設 の 煙 流 動 性 状 は 予 測 で き た と し
て も 避 難 時 間 と の 比 較 分 析 が で き ず 、 日 常 の 防 災 訓 練 に お け る 重 点 管 理 項 目 を 認
識 す る こ と も 難 し か っ た 。 し か し 、 本 避 難 安 全 評 価 法 に よ っ て 、 介 助 者 自 身 が 避
難 時 間 の 見 通 し を 立 て る こ と が で き 、 施 設 の 建 築 計 画 や 勤 務 実 態 を 考 慮 し た 実 効
的 な 災 害 対 応 の 構 築 に 貢 献 で き る こ と を 示 し た 。  
第 ７ 章「 結 論 」で は 、各 章 か ら 得 ら れ た 知 見 か ら 本 研 究 を 総 括 し た 。ま た 、今
後 の 展 望 と し て 、 本 避 難 安 全 評 価 法 が 医 療 ・ 福 祉 施 設 だ け で な く 、 今 後 増 加 が 予
想 さ れ る 在 宅 介 護 を 中 心 と し た 高 齢 者 の 共 同 居 住 施 設 に も 応 用 で き る 可 能 性 を 示
し た 。  
